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 岩岩手手県県でではは、、22000055 年年２２月月にに「「いいわわてて汚汚水水適適正正処処理理ビビ

ジジョョンン 22000044」」をを策策定定しし、、汚汚水水処処理理施施設設のの整整備備をを進進めめてて

ききままししたた。。ししかかしし、、社社会会情情勢勢のの急急激激なな変変化化ななどど、、汚汚水水処処

理理をを取取りり巻巻くく環環境境がが変変化化しし、、ビビジジョョンンをを見見直直すす必必要要性性がが

出出ててききままししたた。。  

ここののたためめ、、22000099 年年度度かからら 22001100 年年度度のの２２かか年年ににわわ

たたっっててビビジジョョンンのの見見直直しし作作業業をを行行いい、、今今回回、、新新たたにに「「いい

わわてて汚汚水水処処理理ビビジジョョンン 22001100」」をを策策定定ししままししたた。。今今後後はは、、

本本ビビジジョョンンにに基基づづきき、、汚汚水水処処理理施施設設のの普普及及ななどどにに取取りり組組

んんででいいききまますす。。  

 

 

汚水処理ビジョンとは？？ 

汚水処理ビジョンは、下水道等の汚水処理施設の普及にあたり、どの地域をど

のように整備（下水道、農業集落排水施設、漁業集落排水施設、浄化槽等）する

のか、その計画を示した県構想です。 

汚水処理施設の整備計画のほか、汚水処理により発生する汚泥の処理方針や、

維持管理の方針等についても示しています。 

 

【【「「いいわわてて汚汚水水処処理理ビビジジョョンン 22001100」」のの策策定定経経緯緯】】  

○平成 22 年３月 

新しい県構想の素案を策定 

○平成 22 年４月 

 学識経験者等で構成する「岩手県汚水

処理ビジョン検討委員会」（会長：海田

岩手大学教授）を設置。以降、委員会

を５回開催。 

○平成 22 年８～９月 

 パブリックコメントを実施（１ヶ月間） 

○平成 23 年 1 月 

 「岩手県汚水処理ビジョン検討委員会」から、県及び推進会議あて提言 

○平成 23 年２月 

 「岩手県汚水適正処理推進会議」で新構想を承認 

⇒ 「いわて汚水処理ビジョン 2010」策定 

「「いいわわてて汚汚水水処処理理ビビジジョョンン 22001100」」をを策策定定！！！！

下下  水水  環環  境境  課課  

～～  豊豊かかでで快快適適なな環環境境をを創創造造すするる基基盤盤づづくくりり  ～～  

「岩手県汚水処理ビジョン検討委員会」 

での検討状況  
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【【「「いいわわてて汚汚水水処処理理ビビジジョョンン 22001100」」のの主主なな目目標標】】 

これまでの汚水処理の取組は、「普及率（整備率）」を目標に掲げて整備を進めてき

ましたが、汚水処理施設が整備されても下水道等に接続する水洗化人口が増えなけれ

ば、整備効果は現れず、施設の稼働率も低いままとなってしまいます。このため、目

標とする指標を「普及率（整備率）」から「水洗化人口割合」に変更するとともに、環

境負荷の削減目標として「未処理家庭雑排水量」を指標に追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年度末の水洗化人口を 
県民の 77 ％(※1)にします。 

 

処理しないまま川へ流れている 
家庭雑排水を県庁 0.9 杯分 
から 0.5 杯分(※2)に減らします。 
（1 日当りの換算値） 

※１  適正な汚水処理を行っている人口割合で「水洗化人口（家庭雑排水のみの接続を含む）／行政区域内人口で算定

※２  岩手県庁の容積を８万５千ｍ３として算定。 

2009 年度末 2018 年度末 

2009 年度末 2018 年度末 

未水洗化人口 

38％ 
水洗化人口

62％ 
水洗化人口 

77％ 

未水洗化人口 

23％ 

「いわて汚水処理ビジョン 2010」の詳細はこちらの下水環境課 HP をご覧ください！！

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=2168&of=1&ik=3&pnp=66&pnp=2156&pnp=2168&cd=26429


